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2
月
の
行
事
と

言
え
ば
節
分
で
す
。

今
年
も
み
ん
な
で
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
し
た.

。そ

の
名
も
『
鬼
退
治

ゲ
ー
ム
』

鬼
の
的
に
向
か
っ
て
、

豆
に
見
立
て
た
玉

が
入
っ
た
鉄
砲
で
攻

撃
！
見
事
に
鬼
を

退
治
し
、
今
年
の
無

病
息
災
を
願
い
ま
し

た
。

季節の行事

※ 節分 ※

5月

2月・3月

※ ひな祭 ※

※ 祈願祭 ※

３
の
行
事
と
言
え
ば
ひ
な
祭
り
で
す
。

毎
年
恒
例
の
記
念
撮
影
で
は
、
素
敵
な

お
内
裏
様
と
お
ひ
な
様
が
何
組
も
誕
生

し
ま
し
た

お
や
つ
は
イ
チ
ゴ
の
手
作
り
ケ
ー
キ
で

す
。素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
に
「
食
べ
る

の
も
っ
た
い
な
い
な
」
と
言
い
つ
つ
も
、
あ

ま
り
の
美
味
し
さ
に
、ペ
ロ
リ
と
召
し
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

4
月
に
は
、
祈
願
祭
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
始
ま
り
、

利
用
者
様
も
、職
員
も
順
に
神
前

に
玉
ぐ
し
を
奉
納
し
ま
す
。昨
年

も
無
事
に
過
ご
せ
た
事
に
感
謝
し
、

今
年
一
年
の
健
康
と
安
全
を
み
ん

な
で
願
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。健

康
に
過
ご
せ
る
事
に
感
謝
し
つ
つ
、

お
下
が
り
も
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

清泉荘では手作りおやつが大人気で、月に何度か
は利用者様にお手伝いいただき、おやつ作りをしています。
長く主婦をしておられた女性の利用者様はもちろん、男
性の利用者様も上手に作ってくださいます。今回のメ
ニューは「豆腐のチョコレートムース」です。

いつもはお料理
応援隊の方々が
腕を振るって美味
しいお昼ごはんを
作ってくださっていま
すが、今回は「お好
み焼きパーティー」
と題し、ホットプレー
トでお好み焼きを

焼きました。準備にはもちろん利用
者様の力をお借りし、総出で取り
掛かります。しばらくするとホーム全
体に良い香りが漂ってきました。
待ちきれず、朝の体操もそこそこに
「もう食べようか？」という声も・・・
普段のお昼ごはんも、もちろん美
味しいですが、目の前で焼き上が
るお好み焼きと、香ばしい香りに誘
われ、いつもより沢山召し上がってく
ださいました。

手作りご飯・おやつ



清
泉
荘
に
は
、何
人

も
の
俳
人
・歌
人
の
方
々

が
お
ら
れ
、今
ま
で
書
き

留
て
こ
ら
れ
た
も
の
や
、

今
も
な
お
現
役
で
生
み

出
さ
れ
て
い
る
作
品
を

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
あ
り
ま
す
。

日
々
の
出
来
事
や
感
じ

た
事
、昔
の
思
い
出
な
ど

を
書
き
留
め
て
お
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
拝
見
さ
せ
て
い

た
だ
き
、一
緒
に
思
い
に

ふ
け
っ
た
り
、感
動
し
た

り
・・・

い
ず
れ
は
一
冊
の
本
に

で
き
な
い
か
な
？
と
思
う

ほ
ど
で
す
。こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ブログを更
新していま
す

清泉荘
今も現役！！

電話 ０７７１－２２－８２３９

清
泉
荘
に
は
日
々
、
利
用
者
さ
ま
の
お
出
か

け
や
送
迎
に
フ
ル
回
転
の
4
台
の
送
迎
車
が

あ
り
ま
す
。
昨
年
の
5
月
に
一
台
の
送
迎
車

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
さ
ら
に

1
台
、
車
い
す
ご
と
乗
車
で
き
る
ア
ト
レ
ー
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！

軽
自
動
車
で
も
あ
り
、
車
い
す
ご
と
乗
車
で

き
る
こ
と
で
、
小
回
り
も
利
き
、
大
活
躍
で
す
。

以
前
に
比
べ
、
荷
物
も
乗
せ
や
す
く
、
音
も
静

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
補
助
席
も
安
定
感
が
あ

り
乗
り
心
地
も
よ
い
感
じ

何
よ
り
、
「新
車

の
に
お
い
が
す
る
！
」と
利
用
者
様
に
も
好
評

で
す
！
運
転
も
し
や
す
く
、
職
員
に
も
よ
ろ
こ

ば
れ
て
、
納
車
早
々
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

送迎車が新しくなりました

俳人・歌人

清泉荘 見学会 防災訓練を行いました

4月に行われた運営推進会議では、地域の方

や市役所の職員の方、地域包括支援センターの
方、利用者様のご家族など多方面の方にお越し
いただき、清泉荘の設備や利用者様の様子を実
際にご覧になっていただきました。
コロナ禍もあり、なかなか外部の方にお越しい
ただく機会がなかったのですが、今回見学をし
ていただけたことで清泉荘の事、グループホー
ムの事、小規模多機能事業所の事をより知って
いただく事が出来たのではないかと思います。
見学の後には多くのお褒めの言葉や貴重なご
意見もいただきました。
みなさまにいただいたご意見は、全ての職員に
共有し、今後の利用者様の支援に活かせていく
と共に、励みにさせていただきます。
今後もこのような機会を増やし、いずれは一般
の方にも気軽にご見学にお越しいただけるよう
になると幸いです。
当日はお忙しい中、
足をお運び頂きあり
がとうございました。

今年も防災訓練をおこないました。
介護施設では年に2回避難訓練を行うことが義
務付けられています。
利用者様、職員の安全を守るためにも、大変重
要な事と認識し、毎回いろいろなシチュエーショ
ンを過程し訓練を行っていますが、今回は夜勤
の時間帯で職員が一人でいる時に火災が発生
したと仮定した訓練を行いました。火災が発生、
非常ベルが鳴り消防署からの自動通報の対応
方法を中心に、夜勤者と宿直者で協力しての安
否確認、避難誘導、初期消火などを想定の範囲
で行い、訓練終了後には振り返りをしました。
振り返りでは、
➣まずは、初期消火と避難誘導を優先する
➣呼び返しコールへの対応は、住所、建物名

は即答できるようにする
➣初期消火に当たって消火器の位置は即座に

想起できるようにする
といった事を今後の課題として取り組むこととし
ました。今後も繰り返しの訓練
で安全に過ごして頂けるように
取り組みます。
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